
　
　
同
朋
の
会 

す
す
払
い
　

　　
左
記
の
通
り
、
新
年
を
お
迎
え
す
る
に

あ
た
っ
て
ご
門
徒
の
皆
様
へ
、
年
末
す
す

払
い
の
奉
仕
を
お
願
い
た
し
ま
す
。
皆
様

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
　

　
　
　
　
　
記

　　
日
　
時 

12
月
28
日(

日) 

９
時

　
場
　
所
　
一
階
講
堂

　
服
　
装
　
汚
れ
て
も
構
わ
な
い
服

　
　
　
　
※
昼
食
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
　

〜
天
満
別
院
崇
敬
寺
院
巡
り
〜

〜
天
満
別
院
崇
敬
寺
院
巡
り
〜

　
　
　

　
　
　
紫紫し
う
ん
ざ
ん

し
う
ん
ざ
ん

雲
山
雲
山
　　
淨
じ
ょ
う
ぎ
ょ
う
じ

行
寺
行
寺

住
職
：
蓮
沼
　
善
行

住
所
：
大
阪
市
都
島
区
中
野
町
四
丁
目
二
十
番
七
十
号
　

沿
革

　
淨
行
寺
は
、
今
か
ら
約
４
０
０
年
前
、
寛
永
７

（
１
６
３
０
）
年
に
、
現
在
の
都
島
区
中
野
町
に
あ
た

る
東
生
郡
（
東
成
）
中
野
村
に
「
中
野
村
道
場
」
と
し

て
建
立
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
惣
道
場
と
し
て
建
立

さ
れ
た
中
野
村
道
場
は
、
元
禄
８
（
１
６
９
５
）
年
に

御
本
尊
・
阿
弥
陀
如
来
立
像
（
木
仏
）
を
下
附
さ
れ
、

明
治
11
（
１
８
７
８
）
年
に
寺
号
「
淨
行
寺
」
を
免
許

さ
れ
る
こ
と
で
、
徐
々
に
寺
院
と
し
て
の
形
態
を
整
え

て
い
っ
た
。

　
創
建
当
初
、
ど
の
よ
う
な
僧
侶
が
関
わ
っ
て
い
た
か

は
明
ら
か
で
な
い
が
、
ご
門
徒
の
委
任
を
受
け
た
僧
侶

に
よ
り
道
場
が
護
持
さ
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
時
が
下
り
、
江
戸
後
期
に
は
近
隣
の
真
宗
寺
院
が

兼
務
し
て
い
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い
る
。し
か
し
、

慶
応
３（
１
８
６
７
）年
に
中
村
実
應
が
住
職
と
な
り
、

当
該
住
職
の
も
と
寺
号
を
取
得
し
自
庵
化
が
行
わ
れ
、

真
宗
大
谷
派
（
東
本
願
寺
）
天
満
別
院

大
阪
市
北
区
東
天
満
１
―
８
―
２
６

０
６
―
６
３
５
１
―
３
５
３
５

代
表
者 

輪
番
・
奥
林 

曉

733 号
2025
12/1 　  

今
月
の
伝
道
掲
示
板

法要・行事予定

そ
の
人
を
憶
い
て

　
　
　
　
わ
れ
は
生
き

そ
の
人
を
忘
れ
て

　
　
　
　
わ
れ
は
迷
う
　
　
　

　
　
　
　
　
　  
― 
金
子 

大
栄
―

４

1~3 日  修正会　　　　　　　　  　　      （８時）

　　　　※１日のみ 年頭挨拶　輪番 　
　４日　如信上人御祥月命日晨朝兼日中（7 時４５分）

　５日　教如上人御命日晨朝兼日中   （7 時４５分）

１２日　先門首御逮夜・永代経　　     　（１４時）

１３日　先門首御命日晨朝兼日中   　（7 時４５分）　         
１５日　厳如上人御祥月命日晨朝兼日中（7 時４５分）　　　         
１７日　合唱団「みのり」　　 　　　　   （１４時）

１８日　別院新年会　　　　　　　　　  （１８時）

１９日　覚如上人御祥月命日晨朝兼日中（7 時４５分）　               
２４日　定例法話　　　　　         （１３時３０分）

　　　　　松井　恵 師　  　　　 （第１３組心願寺）

２５日　法然上人御祥月命日晨朝兼日中（7 時４５分）

２７日　宗祖聖人御命日逮夜　 　　　     （１４時）

２８日　宗祖聖人御命日晨朝兼日中   （7 時４５分）

　　　　　法話：輪番　

12 月
　５日　教如上人御命日晨朝兼日中    （7 時４５分）

１２日　先門首御逮夜・永代経  　  　 　 （１４時）

１３日　先門首御命日晨朝兼日中    　（7 時４５分）

２０日　合唱団「みのり」　      　　　　  （１４時）

２６日　青年部会フィールドワーク　　　（１４時）  
２７日　宗祖聖人御命日逮夜　　 　  　   （１４時）

２８日   宗祖聖人御命日晨朝兼日中　 （7 時４５分）　　　　  　　
　　　　　法話：輪番
　　　　同朋の会　すす払い　　　　　　   （９時）　　　　　　　
３１日　歳末昏時勤行　　　　　　　　    （１５時）
　
　　　おあさじに

3 3 3 3 3

お参りしましょう！！

毎朝７：４５分〜８：３０頃まで
※土、日は職員とご門徒による感話があります。
一人でも多くのご参拝をと、願い続けています。

1 月

以
後
住
職
家
に
よ
っ
て
寺
院
が
護
持
さ
れ
て
い
く
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
明
治
15
（
１
８
８
２
）
年
に
茨

田
郡
（
門
真
市
）
岸
和
田
の
善
福
寺
・
蓮
沼
霊
含
が
入

寺
し
、代
々
住
職
が
継
承
さ
れ
、現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
中
野
村
は
度
重
な
る
風
水
害
に
見
舞
わ
れ
て
お
り
、

淨
行
寺
も
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
、
風
水
害
に

よ
っ
て
破
損
し
た
本
堂
や
庫
裡
の
大
修
復
が
２
度
行
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
都
度
ご
門
徒
一
同
が
力
を
出
し
合

い
、
修
復
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て

い
る
。

　
そ
の
後
も
、
戦
時
中
に
堂
宇
が
強
制
撤
去
（
建
物
疎

開
）
さ
せ
ら
れ
て
い
た
た
め
、
戦
後
し
ば
ら
く
し
て
、

ご
門
徒
方
が
中
心
と
な
っ
て
復
興
が
な
さ
れ
、
昭
和
31

（
１
９
５
６
）
年
に
本
堂
が
再
建
さ
れ
た
。
ま
た
、
平

成
元
（
１
９
８
９
）
年
に
は
そ
の
本
堂
の
大
修
復
が
、

平
成
18
（
２
０
０
６
）
年
に
は
淨
行
寺
会
館
の
建
設
事

業
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
ご
門
徒
の
ご
尽
力
に
よ
り
無

事
に
事
業
が
成
し
遂
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
現
在
、
淨
行
寺
で
は
、
永
代
経
・
盂
蘭
盆
会
・
秋
季

彼
岸
会
・
報
恩
講
の
諸
法
要
を
は
じ
め
、
毎
月
18
日
に

婦
人
会
を
開
催
し
、
月
忌
参
り
で
配
布
し
て
い
る
寺
報

の
内
容
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、お
み
が
き
や
野
菜
市
、

団
体
参
拝
等
を
通
じ
て
ご
門
徒
と
の
交
流
を
深
め
て
い

る
。

　
現
住
職
は
、「
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
以
後
、
月
忌
参

り
が
大
き
く
減
少
し
、
多
く
の
ご
門
徒
さ
ん
と
の
接
点

が
薄
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
ご
門
徒
さ
ん
と
の
関
係
を

深
め
て
い
く
取
り
組
み
や
、
地
域
の
方
々
が
お
寺
に
足

を
運
ん
で
く
だ
さ
る
よ
う
な
新
た
な
接
点
を
色
々
模
索

し
て
い
る
。」
と
述
べ
ら
れ
た
。

服部本店・本社工場

〒

大阪府豊中市服部西町１丁目８ｰ１５

０６‐６８６２‐０４０１

０１２０‐０６‐０４０１

https://www.echizenya.co.jp

千里中央店 ０６ ６８７１‐０４０１

十 三 店 ０６ ６３００‐０４０１

敦 賀 店 ０７７０ ２５‐０４０１



　

職
と
そ
の
ご
家
族
が
お
寺
を
お
守
り
し

て
い
る
事
が
多
く
、
一
寺
院
だ
け
で
な

く
、
組そ

と
い
う
近
隣
寺
院
の
グ
ル
ー
プ

で
も
ご
門
徒
さ
ん
の
教
化
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
運
営
形
態
は
お
寺
毎

に
異
な
る
の
で
、
い
わ
ゆ
る
個
人
商
店

さ
ん
の
よ
う
な
形
と
い
え
る
で
し
ょ
う

か
。 

　
大
阪
教
区
（
大
阪
・
奈
良
・
和
歌

山
・
兵
庫
一
部
）
に
は
五
つ
の
別
院
と

一
つ
の
支
院
が
あ
り
、
各
別
院
の
周
辺

地
域
を
「
祟
そ
う
き
ょ
う敬

地
域
」
と
し
て
、
別
院

を
地
域
の
教
化
活
動
の
拠
点
と
位
置
付

け
て
い
ま
す
。
た
だ
、
広
範
な
祟
敬
地

域
の
教
化
活
動
は
別
院
職
員
の
み
で
は

出
来
ず
、
祟
敬
寺
院
の
ご
住
職
や
そ
の

ご
家
族
の
協
力
無
し
に
は
成
り
立
ち
ま

せ
ん
。
祟
敬
寺
院
と
共
に
地
域
に
密
着

し
た
教
化
活
動
に
取
り
組
む
拠
点
と
し

て
別
院
が
役
割
を
担
い
、
ご
本
山
を
お

支
え
し
て
い
ま
す
。

　
別
院
は
寺
院
よ
り
も
敷
居
が
高
い
と

い
う
お
言
葉
も
耳
に
し
ま
す
が
、
互
い

に
ご
本
山
を
支
え
合
う
関
係
と
言
え
ま

す
。
ま
た
、
い
つ
で
も
ど
な
た
で
も
聞

法
で
き
る
場
で
あ
る
こ
と
は
、ご
本
山
、

別
院
、
寺
院
の
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。　
　

　
　
（
第
12
組 

慈
恩
寺 

墨
林 

尚
顕)

  

答
え

　
別
院
っ
て
寺
院
（
町
中
に
あ
る
お
寺
）

と
何
が
違
う
ん
で
す
か
？
と
聞
か
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
大
き
な
違
い
の
一
つ
は

お
寺
の
運
営
形
態
で
す
。
全
国
に
あ
る
大

谷
派
の
別
院
の
住
職
は
、
京
都
の
ご
本
山

（
東
本
願
寺
）
に
お
ら
れ
る
ご
門
首
（
親

鸞
聖
人
の
血
縁
の
方
）
で
す
。
そ
し
て
、

各
別
院
に
は
職
員
と
し
て
、
住
職
の
職
務

を
代
行
す
る
輪
番
職（
責
任
者
）と
、日
々

の
法
務
を
務
め
る
列
座
職
が
お
り
、
教
化

活
動
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
別
院

の
運
営
に
関
わ
る
事
や
予
算
な
ど
は
、
稟

議
に
か
け
ら
れ
、
ご
本
山
の
承
認
を
必
要

と
し
ま
す
。
会
社
で
例
え
る
と
、
本
山
が

本
社
、
別
院
が
支
社
の
よ
う
な
も
の
で

し
ょ
う
か
。
一
方
、
寺
院
は
、
代
々
の
住

　
　

　
　
茨
木
別
院　
団
体
参
拝

　
去
る
11
月
14
日
（
金
）
茨
木
別
院
報

恩
講
に
団
体
参
拝
を
い
た
し
ま
し
た
。
　
　

　　
茨
木
別
院
は
本
堂
の
令
和
の
大
改
修

の
た
め
、
仮
御
堂
で
勤
め
ら
れ
た
初
逮

夜
法
要
に
12
名
の
方
が
参
拝
さ
れ
、
宮

下 

晴
輝
師
の
法
話
を
聴
聞
し
ま
し
た
。

　

別
院
と
お
寺
の
違
い
は
？

２３

Q&A

　
そ
の
後
本
堂
の
素
屋
根
内
の
見
学
を

い
た
し
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
ご
門
徒
さ
ん
か
ら
は
、

「
滅
多
に
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
機
会

に
参
加
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
皆
さ
ん

貴
重
な
時
間
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　　　

　
青
年
部
会　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
来
る
12
月
26
日
（
金
）
天
満
別
院

教
化
委
員
会
青
年
部
会
主
催
に
よ
る

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
左
記
の
日
程
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
一
緒
に
歴
史

を
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
　
時
　
　
　
12
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
２
時
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
５
時
ま
で

テ
ー
マ
　
近
世
の
天
満
周
辺
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
歴
史
を
学
ぶ

場
　
所
　
　
一
階
　
講
堂
　

会
　
費
　
　
お
一
人
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
別
院
新
年
会
の
ご
案
内

　
恒
例
の
別
院
新
年
会
を
左
記
の
日
程

に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
是
非
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
出

席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申
し

上
げ
ま
す
。

日
　
時
　
　

1
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
６
時
よ
り

場
　
所
　
　
料
亭
　
天
王
殿
　

会
　
費
　
　
お
一
人
１
０
，
０
０
０
円

　
別
院
関
係
の
皆
様
に
は
同
封
の
ご
案

内
を
確
認
い
た
だ
き
、
F

 

A

 

X
、
ま
た

は
お
電
話
に
て
1
月
10
日
（
土
）
ま
で

に
出
席
の
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

ご
案
内

　
瑞
玄
寺　
御
遠
忌
並
び
継
職
法
要

　
去
る
10
月
30
日
（
木
）
天
満
別
院
崇

敬
寺
院
で
あ
る
瑞
玄
寺
（
大
東
市
）
に

お
き
ま
し
て
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回

御
遠
忌
法
要
厳
修
並
び
に
住
職
継
職
法

要
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
多
く
の
ご
門
徒
が
参
拝
さ
れ
、
新
住

職
が
就
任
の
挨
拶
と
決
意
を
述
べ
ら
れ

厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、
法
要
が
勤
ま
り

ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

報
告

宮下 晴輝　師 参加された方々と記念撮影

修 復 さ れ た 御 堂 の 様 子 素 屋 根 内 を 見 学 す る 様 子

御遠忌法要中の様子

　
新
規
墓
地
・

　
　
　
　
合
祀
墓
納
骨
の
ご
案
内

　
現
在
、
別
院
で
は
真
宗
の
御
門
徒
の

墓
地
使
用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
別
院
の
由
緒
を
敬
慕
し
崇
敬
護

持
に
協
力
す
る
門
徒
、
及
び
信
徒
の
墳

墓
と
し
て
合
祀
墓
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
多
く
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た

く
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
儀
式
執
行
は
別
院
職
員
が
行
い
ま

す
。
墓
地
の
お
求
め
、
納
骨
等
詳
し
く

は
寺
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。


